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「 」アイデア 長野Jrロボコン１st うぉっと２００８
－ 第７回長野県中学生ロボットコンテスト競技要項 － ver1.1

長野県Jrロボコン実行委員会

本競技ルールは2008年2月11日，5月3日，長野県中学生ロボットコ★

ンテスト実行委員会（N-roboミーティング）を開催し，参加予定校

の先生方や運営スタッフを中心に協議し，決定したものである。

１ 競技概要

・制限時間内に，いけすの中で泳いでいる魚をロボットによって釣り上げ，より多く

川に放流することを目的とした競技である。

・競技は１対１のロボットによる対戦とする。

・得点は，競技の終了時に相手コート内に泳いでいる魚の総ポイント数とする。

， 。・自コート内に泳いでいる魚は 時間内であれば何度でも川に放流することができる

・スタートエリア内においてロボットが魚を保持していない場合に限り，スタートエ

リア内に泳いでいる魚を１尾のみ，競技者が捕獲してロボット内にセッティングす

ることができる。

（以降，魚を「アイテム」と表記する）

２ チーム構成

・１チームは，生徒４名前後で構成する。

・ロボットの操縦はアシスタントを含め２名までとする。

（以下，表記の寸法はすべてmm）３ 競技コート

・競技コートの広さはコンパネ４枚分（3600×1800，厚さ12）とする。板のつなぎ目

。 （ ）には幅50の透明フィルムテープを貼る コートの縁に 板の上でなく外側下面より

高さ200の塩ビ板をアングル等を用いて設置する。

・競技コートを，コンパネごとに赤・青それぞれの「競技エリア」にわける。コート

表面には赤側，青側とそれぞれペイントで塗装をする。塗装は下地をつくった上に

赤，青の塗装を行う。

， 「 」・競技エリア内に 競技スタート時にロボットを待機させるための スタートエリア

とアイテムを置いておくための「アイテムエリア」を設ける。スタートエリアの大

きさは900×900とし，その内側に黄色のビニールテープ（幅約15）を貼る。アイテ

ムエリアの大きさは900×900とし，その中に２×４材を用いて410×900の２点エリ

アをもうける。

。・自コートと相手コートとの境に２×４材および金属製ネットでフェンス部を設ける

（５ フェンス部参照）

・コート中央の仕切りとフェンス部との交点に直径30の紙パイプを立て，各チームで

用意する旗を立てられるようにしておく。
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４ 競技コートの規格

赤審判

（ ）２点エリア

赤スタート 900

エリア

1800

青スタート

エリア

２点エリア 410 700（ ）

900 青審判

900 1800 900

3600

黄色のビニールテープ（幅約15）を貼る。

２×４材で仕切りをつくる。

２×４材と金属製ネットでフェンス部を設ける。

旗を立てる場所（直径30の紙パイプ）

５ フェンス部

・フェンス部は，相手コートとの境界に，障害となるように設置するもので，赤・青

それぞれのアイテムエリア周辺に金属製ネット（410×520）３枚と，紙パイプ（直

径30）１本，２×４材などから構成する。

・コートの中央に長さ1800の２×４材で仕切りを設ける （Ｌ字金具等でアイテム運搬。

時に障害にならないようコートに固定する）２×４材の両端の上部に紙パイプを固

定し，旗を立てられるようにする。

・アイテムエリアと相手コートとの境，アイテムエリア内にコートの縁から長さ700の

２×４材を置く。また，２点エリアと１点エリアとの境に２×４材を渡す。２点エ

リアの内側を金属製ネットの狭い方の幅（410）に合わせる。直交する２本の２×４

材はコーススレッド等で接合し，Ｌ字金具等でコートに固定する。

・長さ700の２×４材の側面（アイテムエリア外側）に，コートの縁から金属製ネット

①を横向きに合わせ，ステップル等で固定する。ネット①の上部に，向きを90度変

えたもう一枚の金属製ネット②を，コート縁側の角をそろえて合わせ，結束バンド

等で結ぶ。ネット②は２点エリア内に傾けて下ろし，滑り台をつくる。

・ネット②の内側の端から，１点エリアの前面に金属製ネット③を配置する。ネット

③は２×４材の上にのせ，ネット①および紙パイプに結束バンド等で固定する。

・ネット①とネット②の側面を，すきまにアイテムが入り込まないようにダンプレー

ト等でふさぐ。

・旗は各チームで用意する。長さ600程度の棒材にＡ４縦の紙や布をくくりつける。試

合中に取れないように，また妨げにならないように配慮する。

赤アイテム
エリア

青アイテム
エリア




